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宮城県大規模災害リハビリテーション支援関連団体協議会 

代表 上月 正博 

（公印省略）  

                               

  避難所支援協力のお願い（ご依頼） 
謹啓  

この度の台風 19 号におきまして、被災されました皆さまには心からお見舞いを申し上げます。一日も

早い復興復旧をお祈りいたします。 

さて、台風 19 号の被害状況を把握すべく、宮城県災害対策本部が設置された 10 月 13日から、当協議

会（JRATMIYAGI）は情報収集を行なってきました。そして災害医療本部、DMAT 調整本部で行なわれた保

健医療調整会議に参加し、10月 16日より日本医師会（JMAT）と協議を行い、JMATの傘下で丸森町内の避

難所や介護老人保健施設へ出向き、環境整備の支援等を行なって来ました。すでに被災混乱期は脱してい

たため、１８日には一旦 JMAT とともに活動は休止しましたが、応急修復期である、この後１ヶ月から２

ヶ月の間には、多職種が連携し、避難者の生活不活発病の予防や生活環境の移行に伴う様々な支援に、リ

ハビリテーション関連職種の果たす役割は大きくなります。21日までに県との調整を行い、24日から JMAT

と帯同し、JRATMIYAGI に派遣要請が県より出されました。派遣メンバーの登録を頂いた病院・施設にも

案内をし、派遣調整を行なっているところでありますが、複数の避難所への派遣要請に応えるべく、県士

会でのリハ職派遣を是非ご検討頂きたくお願い申し上げます。 

   つきましては、下記のような内容での支援活動を行なう予定ですので、ご支援、ご協力のほどお願い致

します。 

                                                                     

敬具 

記 

１ 活動内容 

  主に丸森町内に設置された避難所での支援を行ないます。日本医師会災害医療チーム（JMAT）と連携し、

避難生活をされている高齢者や障がい者等に対し支援活動を行います。 

  

２ 派遣期間 

  派遣開始は 10月 24日（木）からとなります。 

 

３ 事前説明会の開催 

派遣協力者には、集合場所、集合時間をおってご連絡いたします。現地にてオリエンテーションを実施い

たします。 

 

４ 派遣費用 

  JMAT との連携の下で活動することで災害救助法が適用され，派遣に要した交通費は領収書を提出するこ

とにより支払われます。ただし，被災地で要した交通費以外の費用（食費，通信費等）は，支払い対象経

費とはなりません。また，支払いは活動後の精算払いとなりますので，交通費の立て替え払いが必要です   

  

５ その他 

  JRATMIYAGI災害対策本部を現在（一社）宮城県理学療法士会事務所内に設置しております。（住所：仙台

市泉区泉中央１-９-４レジュイール泉 302、℡022-344-6196） 
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